
議長・副議長あいさつ　　
こんなことが決まりました　
市政を問う 9人が一般質問に立つ
政務調査報告
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新
設
さ
れ
た
条
例

■
三
次
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
金
条
例

全
員
一
致

は
、
職
員
の
配
偶
者
の
就
業
の
有
無
等
の
状
況

に
か
か
わ
り
な
く
、
育
児
休
業
が
取
得
で
き
る

こ
と
な
ど
で
あ
る
。

■
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例　

全
員
一
致

　

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

改
正
す
る
。
併
せ
て
、「
水
道
事
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
」を
改
正

す
る
。

■
税
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

等
に
伴
い
改
正
す
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
住

民
税
に
つ
い
て
、
給
与
所
得
者
等
に
係
る
扶
養

親
族
申
告
書
の
提
出
義
務
規
定
の
整
備
な
ど
で

あ
る
。

　

三
次
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
機
能
の

維
持
向
上
と
適
正
な
管
理
運
営
の
財
源
に
充
て

る
た
め
制
定
す
る
。

 
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
等

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

全
員
一
致

　

吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
図
書
室
が
吉
舎

支
所
へ
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、
空
き
室
の
有

効
利
用
を
図
る
た
め
改
正
す
る
。

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

全
員
一
致

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
。
そ
の
主
な
内
容

６
月
定
例
会

こんなことが決ま　りました
　５月24日開催の、平成22年第２回三次市議会
臨時会において、私、木村春雄が引き続き議長職
を務めさせていただくことになり、誠に身に余る
光栄であると同時に、その重責と使命の重大さを
改めて痛感し、身の引き締まる思いであります。
また、副議長には、沖原賢治をご選任いただきま
した。
　合併から７年目を迎え、三次市議会では、真に
市民の皆様の負託に応えているかどうか、今一度
原点に立ち戻り、総点検をし、「開かれた市議会」
を基調として、積極的な情報の公開、市民参加型
議会の実現、議会の機能強化や活性化に引き続き
取り組んでまいりたいと考えております。
　本年３月定例会においては、県下初となる「議
会基本条例」を制定したところであります。市民
の皆様の声を、これまで以上に市政に反映できる
よう、市民とともに進む議会をめざし、更なる努
力を重ねていく所存であります。
　地方分権が進み、国と地方自治体の関係も、従
来の上下・主従の関係から、対等・協力の関係へ
と変化していく中で、限られた財源を有効に活か
し、市民の皆様が、将来に向け夢を持ち、安心し
て幸せに暮らせるまちづくりが必要であります。
そのためにも、行政と議会が互いに良い意味での
緊張関係を保ち、協力し合いながら、市民参加型
の市政を実現し、時代に適応した施策を展開して
いくことが求められており、議会の果たす役割は、
ますます重要になってきております。
　今後とも、様々な行政課題を十分に議論し、市
民の皆様の視点に立った市政運営が進められるよ
う、二元代表制の下、独立・対等の立場において、
政策決定や事務執行についての監視・評価はもち
ろん、政策立案、政策提言を積極的に行ってまい
りますので、市民の皆様におかれましても、市議
会に対して、より一層のご支援ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

ごあいさつ

　

第
２
回
臨
時
会
を
５
月
24
日（
月
）に
開

催
し
、
議
案
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
、
継
続
審
査
事
件
１
件
を
修
正
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
定
例
会
を
６
月
15

日（
火
）か
ら
６
月
25
日（
金
）ま
で
開
催

し
、
議
案
15
件
及
び
意
見
書
５
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
請
願
２
件
及
び
陳
情

１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

三次市議会
議　長

木 村　春 雄

三次市議会
副議長

沖 原　賢 治
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画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
と
い
う
一
連
の
流
れ

を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
明
文
化
す

る
も
の
。

■
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例　

全
員
一
致

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す

る
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

全
員
一
致

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
。

 

そ
の
他
の
議
案

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　
　

全
員
一
致

　

三
良
坂
民
俗
資
料
館
の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、「
の
ぞ
み
が
丘
運
営
協
議
会
」を
指
定
す
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て全

員
一
致

　

吉
舎
駅
横
駐
車
場
の
廃
止
に
伴
い
、
同
施
設
の

指
定
管
理
期
間
を
平
成
22
年
６
月
30
日
に
変
更

す
る
。

■
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て　
　
　
　

全
員
一
致

　

旧
双
三
清
掃
施
設
組
合
が
発
注
し
た
ご
み
焼
却

施
設
建
設
に
係
る
談
合
に
つ
い
て
、
相
手
方
が

和
解
額
を
支
払
う
こ
と
を
も
っ
て
和
解
す
る
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
一
致

　

平
成
21
年
８
月
22
日
に
灰
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
発
生
し
た
、
講
座
指
導
者
の
転
倒
事

故
の
損
害
賠
償
額
を
定
め
る
。

 

意　

見　

書

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

全
員
一
致

　

平
成
23
年
度
の
地
方
財
政
予
算
全
体
の
安
定
確

保
に
向
け
て
、
国
・
地
方
の
税
収
配
分
５
：
５

を
実
現
す
る
税
源
移
譲
と
格
差
是
正
の
た
め
の

地
方
交
付
税
確
保
、
地
方
消
費
税
の
充
実
、
国

の
直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直
し
な
ど
抜
本
的
な

対
策
を
進
め
る
こ
と
な
ど
4
項
目
を
関
係
省
庁

等
に
要
望
す
る
。

■
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

全
員
一
致

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を
保
障
す
る
こ
と

は
、
社
会
の
基
盤
作
り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
き
め
の
細
か
い
教
育
の
実
現

の
た
め
に
、
義
務
制
第
８
次
・
高
校
第
７
次
教

職
員
定
数
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
な
ど
4
項
目

を
関
係
省
庁
等
に
要
望
す
る
。

■
農
作
業
事
故
を
撲
滅
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求

め
る
意
見
書　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

農
作
業
中
の
事
故
は
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
あ

り
、
事
故
撲
滅
の
た
め
、
農
作
業
事
故
の
報
告

を
義
務
付
け
る
法
律
を
整
備
す
る
こ
と
、
農
業

機
械
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
安
全
対
策
を
義
務
付

け
る
こ
と
な
ど
4
項
目
を
関
係
省
庁
等
に
要
望

す
る
。

■
日
本
国
憲
法
第
９
条
を
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数

　

私
た
ち
は
、
再
び
こ
の
国
を「
戦
争
の
で
き
る

国
」に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
と
人
と
が
殺

こんなことが決ま　りました
平成22年　第２回臨時会・６月定例会　

平成22年度 一般会計予算の補正
補正額　2億5,812万4千円追加
総　額　374億2,812万4千円

《歳　　入》
◦和解金	 2億2,419万9千円
《歳　　出》
◦三次環境クリーンセンター基金積立金	 2億円
《繰越明許費》
◦三次駅周辺整備事業	 2億3,351万8千円

ほか

■
社
会
教
育
委
員
条
例　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

社
会
教
育
委
員
の
任
期
の
始
期
を
県
内
他
市
と

同
様
に
４
月
１
日
に
変
更
す
る
た
め
改
正
す

る
。

■
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例　
　
　

全
員
一
致

　

中
四
字
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
新
築
に
よ
る

吉
舎
駅
横
駐
車
場
の
廃
止
に
伴
い
、
別
表
中
の

名
称
等
を
削
除
す
る
。

■
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
検
証
委
員
会
で
の
検
証

結
果
に
基
づ
き
改
正
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
計

主な補正内容
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区　分 結
果

木
　
　
村

沖
　
　
原
菅
伊
達（
亮
）

黒
　
　
瀬

篠
　
　
原

平
　
　
岡

竹
　
　
原

向
井
殿

大
　
　
森

助
　
　
木
林
國
　
　
岡

伊
達（
英
）

池
　
　
田

久
保
井

近
　
　
藤

岡
　
　
田

小
　
　
田

福
　
　
岡

亀
　
　
井

須
　
　
山

保
　
　
実

宍
　
　
戸

新
　
　
家

杉
　
　
原

議案第30号
三次市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例

（案）に対する修正（案）

可
決
議
長○○○○○○○×○○○○○欠

席○○○×○○○○○○×

議案第56号
三次市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例

（案）

可
決
議
長○○○○○○○○○○○○○欠

席○○○○○○×○○○○

区　分 結
果

木
　
　
村

沖
　
　
原
菅
伊
達（
亮
）

黒
　
　
瀬

篠
　
　
原

平
　
　
岡

竹
　
　
原

向
井
殿

大
　
　
森

助
　
　
木
林
國
　
　
岡

伊
達（
英
）

池
　
　
田

久
保
井

近
　
　
藤

岡
　
　
田

小
　
　
田

福
　
　
岡

亀
　
　
井

須
　
　
山

保
　
　
実

宍
　
　
戸

新
　
　
家

杉
　
　
原

発議第９号
日本国憲法第９条を堅持
することを求める意見書

（案）

採
択
議
長○×○○×○○×○××○○○○×○××○○○○××

第２回臨時会　審議結果（全員一致以外のもの）

６月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）

○…賛成　×…反対

○…賛成　×…反対

し
合
う
戦
争
の
な
い
平
和
な
未
来
を
創
る
た
め

に
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
国
憲
法
第
９
条
を
堅

持
す
る
こ
と
を
関
係
省
庁
等
に
要
望
す
る
。

■
身
近
な
地
域
で
出
産
で
き
る
助
産
シ
ス
テ
ム
の

実
現
と
妊
婦
健
診
、
出
産
費
用
の
公
費
負
担
に

よ
る
無
料
化
を
求
め
る
意
見
書　
　

全
員
一
致

　

全
国
で
拠
点
病
院
へ
の
産
科
の
集
約
化
が
進
め

ら
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
妊
婦
が
出
産
す
る

病
院
を
探
す
こ
と
さ
え
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

身
近
な
地
域
で
出
産
で
き
る
安
心
・
安
全
の
助

産
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
や
妊
娠
・
出
産
費

用
の
無
料
化
を
実
現
す
る
こ
と
な
ど
4
項
目
を

関
係
省
庁
等
に
要
望
す
る
。

 

請　

願 

（
採
択
し
た
も
の
）

■
三
次
市
立
三
良
坂
保
育
所
の
早
期
建
替
え
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

   

提
出
者　

三
次
市
立
三
良
坂
保
育
所
保
護
者
会

　
　
　
　
　

会
長　

松
岡　

典
義

■
身
近
な
地
域
で
出
産
で
き
る
助
産
シ
ス
テ
ム
の

実
現
と
妊
婦
健
診
、
出
産
費
用
の
公
費
負
担
に

よ
る
無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

   

提
出
者　

三
次
市
十
日
市
東　

　
　
　
　
　
　

中
岡　

恵
美
子

 

陳　

情 

（
採
択
し
た
も
の
）

■
若
宮
公
園
の
整
備
に
つ
い
て　
　
　

全
員
一
致

　

提
出
者　

三
次
市
十
日
市
自
治
連
合
会　

　
　
　
　
　

会
長　

福
原　

暢
史　

外
２
名

 

専
決
処
分
の
承
認

■
税
条
例
の
一
部
改
正

　

全
員
一
致

■
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

全
員
一
致

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

全
員
一
致

 
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例

賛
成
多
数

　

平
成
20
年
度
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
正
に
よ
る

財
源
不
足
が
生
じ
た
た
め
、税
率
を
引
き
上
げ
、

財
源
を
確
保
す
る
改
正
案
に
対
し
、
改
正
に
伴

う
増
収
額
を
圧
縮
す
る
修
正
案
を
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例

賛
成
多
数

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施

行
に
伴
い
改
正
す
る
。
主
な
内
容
は
、
基
礎
課

税
額
の
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

第
２
回
臨
時
会
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今
、
三
次
に
課
さ
れ
て
い
る
最
重
要
政
策

課
題
は
、
自
主
財
源
増
に
つ
な
が
る
交
流
人

口
増
か
ら
定
住
人
口
増
へ
の
策
と
考
え
る
。

三
次
を
目
的
地
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
し

て
、
名
物
食
材
・
食
品
は
大
き
な
フ
ァ
ク
ト

だ
と
思
う
。「
交
道
で
考
動
（
三
次
青
年
会

議
所
主
催
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）」

の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、「
今
後
は
山
陰
と

の
関
係
の
構
築
、
ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
を
視
野

に
入
れ
る
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、
市
長
と
し

て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
開
催
日
に
13

の
小
学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
た
が
、
野
球

教
室
も
計
画
さ
れ
て
い
た
の
に
日
程
調
整
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

入
り
込
み
客
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、

都
会
に
は
無
い
こ
の
地
域
独
特
の
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
活

か
し
な
が
ら
、
そ
の
点
を
線
に
結
び
付
け
、

そ
こ
に
滞
留
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
三
次

以
外
の
人
が
い
か
に
三
次
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

堂
本
産
業
部
長　

　

交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
郷
土
食
や

グ
ル
メ
な
ど
は
欠
か
せ
な
い
手
段
で
あ
り
、

三
次
を
訪
問
さ
れ
る
目
的
の
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
新
た
に
作

成
し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
地
産
地

消
の
店
の
認
定
店
や
ワ
ニ
料
理
も
取
り
上
げ

て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、
実
行

委
員
会
と
し
て
、
試
合
開
催
の
早
期
周
知
等

を
行
っ
た
が
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
等

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
計
画
を
組
ま

れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
、
日
程
調
整
が
つ

か
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

小　

田　

伸　

次

新　和　会

市政を問う
　６月定例会では、９名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細につ
いては、会議録を製本の後、議会事務局、各支所、三
次市立図書館及び分館に常設します。また、三次市役
所ホームページ（アドレスは下記のとおり）でも閲覧い
ただけますのでご覧ください。

平成22年６月定例会　一般質問

HP アドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp

 →市議会のページ→市議会議事録

ひろしまフードフェスティバル（広島市）
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答弁１
都
会
に
な
い
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
活
か
し
て
い
く村井

市
長

質問１
交
流
人
口
増
加
に
向
け
て
の

政
策
は



近　

藤　
　
　

勉

新　和　会

　

昨
年
の
総
選
挙
で
民
主
党
が
圧
勝
し
、
民

主
党
を
核
と
す
る
連
立
内
閣
（
社
民
党
・
国

民
新
党
）
が
誕
生
し
た
が
、
期
待
さ
れ
た
内

閣
は
９
箇
月
で
頓
挫
し
た
。
新
し
い
菅
内
閣

へ
期
待
す
る
も
の
は
何
か
。
平
成
に
な
っ
て

16
人
の
総
理
が
誕
生
し
て
い
る
。
首
長
の
資

質
と
は
何
か
を
伺
う
。

　

新
政
権
に
対
し
て
は
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
経
済
の
回
復
と
国
民
生
活

の
安
定
に
向
け
、
明
確
な
戦
略
の
も
と
、
諸

問
題
の
解
決
に
迅
速
か
つ
果
敢
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

首
長
の
資
質
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
と
明
確
な
目
標
を
示

し
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
実
行
力
と

先
見
性
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

中
高
校
生
を
含
め
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

三
次
市
が
め
ざ
す
べ
き
理
想
の
ま
ち
の
姿
を

見
据
え
て
ま
と
め
た
「
み
よ
し
百
年
物
語
」

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
様
々
な
施
策
を
講
じ

て
は
い
る
が
、
成
果
が
出
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
。
州
都
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
市
民
に
夢

と
希
望
を
与
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
「
み
よ
し
百
年
物
語
」の
数
値
目
標
は
、
将

来
め
ざ
す
べ
き
目
標
で
あ
り
、
あ
る
意
味
夢

を
語
っ
た
部
分
も
あ
る
。
実
現
の
可
能
性
も

含
め
、確
実
に
担
保
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

今
日
の
経
済
情
勢
の
中
で
、
今
必
要
な
現
実

的
な
政
策
、
生
活
優
先
の
施
策
を
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
、
州
都
が
必
ず
し
も
市
の
め
ざ
す
べ
き

最
終
の
目
的
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三次市総合計画（平成18年３月策定）

林　
　
　

千　

祐

新　和　会

　

プ

※
　

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
業
者
選
定
は
、
公

平
性
や
透
明
性
が
重
要
で
あ
る
が
、
極
端
に

点
数
の
低
い
項
目
や
業
者
が
あ
る
。
ま
た
、

反
対
に
満
点
の
項
目
が
あ
る
が
、
公
平
に
行

わ
れ
た
の
か
、経
緯
や
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

　

設
計
業
者
は
、
市
民
の
意
見
を
幅
広
く
反

映
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
独
創
的

で
優
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
高
い
知
識
と
技

能
を
持
ち
、
熱
意
と
責
任
を
も
っ
て
取
り
組

む
業
者
を
選
ぶ
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
採
用
し
た
。

増
田
副
市
長　

　

業
者
選
定
委
員
会
は
、学
識
経
験
者
２
名
、

地
元
２
名
、
行
政
４
名
の
計
８
名
で
構
成
し

て
い
る
。
一
人
一
人
の
委
員
の
評
価
で
最
終

の
判
断
を
し
、
公
平
性
に
つ
い
て
は
十
分
配

慮
し
た
中
で
審
査
を
進
め
た
。

　

市
が
財
政
的
な
負
担
を
負
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
市
民
へ
の
説
明
責
任
が
発
生
す

る
。
滞
納
が
続
い
て
い
た
状
況
か
ら
、
こ
の

結
果
は
予
見
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

敷
金
の
３
千
万
円
を
崩
し
た
段
階
で
判
断
を

す
る
べ
き
で
な
か
っ
た
の
か
。
遅
れ
た
こ
と

で
被
害
が
拡
大
し
た
と
も
い
え
る
が
、
市
の

責
任
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
回
は
、
経
営
者
が
突
然
失
踪
し
、
施
設

の
利
用
が
停
止
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

㈲
湯
快
と
取
引
関
係
が
あ
る
業
者
の
損
失

に
つ
い
て
、
顧
問
弁
護
士
か
ら「
契
約
関
係

に
お
い
て
市
に
法
的
責
任
は
な
い
。」と
の
見

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
、
㈲
湯
快
に
対
す
る
債
権
の
回
収
が

不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
水
道
料
金
、
下
水

道
使
用
料
や
三
次
市
開
発
公
社
の
借
入
金

（
長
寿
村
改
修
費
）に
対
す
る
損
失
補
償
に
つ

い
て
、
一
定
の
責
任
は
回
避
で
き
な
い
も
の

と
考
え
る
。

※プロポーザル方式…主に建築物の設計者などを選定する際に、企画を
提案してもらい、その中から優れた提案を行った者を選定すること。

答弁１

答弁２

公
平
性
に
つ
い
て
は

十
分
配
慮
し
た

回
収
不
能
に
至
っ
た
場
合
、

一
定
の
責
任
は
回
避
で
き
な
い

湧
田
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
部
長

中
原
財
務
部
長

質問１
新
斎
場
建
設
の
設
計
業
者
選
定

の
公
平
性
・
透
明
性
は

質問２
三
次
長
寿
村
に
対
す
る

市
の
責
任
は

評価項目 配点

事業者名

大
旗
連
合

建
築
設
計
㈱

㈱
塩
見
設
計

㈱
村
田
相
互

設
計

㈱
日
総
建

㈱
佐
藤
総
合

計
画

 技術提案書【Ⅰ】
技術者の経歴等 5/35 32 4 12 19 13

火葬場建設に
当たっての
取組み姿勢

15/105 100 29 48 69 57

 技術提案書【Ⅱ】
火葬及び火葬場を

どのように
捉えているか

35/245 245 93 117 165 115

建設予定地をどう
感じ、どのように
配慮していくか

30/210 201 69 105 150 105

トータルコストの
低減化のための

具体的方策
15/105 95 40 47 75 50

合計 100/700 673 235 329 478 340

評価項目別評価結果

62010（平成22）年8月10日発行

答弁１

答弁２

首
長
に
は
実
行
力
と

先
見
性
な
ど
が
必
要

現
実
的
な
政
策
、

生
活
優
先
の
施
策
に
取
り
組
む

村
井
市
長

村
井
市
長

質問１

質問２

新
内
閣
へ
期
待
す
る
も
の
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
資
質
は
何
が
必
要

か

三
次
市
総
合
計
画
…

「
み
よ
し
百
年
物
語
」の

進
捗
状
況
は



平　

岡　
　
　

誠

岡　

田　

美
津
子

市民クラブ

公　明　党

　

消
費
税
等
の
確
定
申
告
対
象
の
自
治
連
合

会
は
、
通
常
の
会
計
決
算
報
告
に
加
え
、
別

に
確
定
申
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
多
く
の
指
定
管
理
施
設
を
抱
え
、
大
変

な
事
務
作
業
と
な
っ
て
い
る
。
事
務
量
の
平

準
化
の
た
め
、
ま
と
め
て
税
理
士
に
確
定
申

告
を
委
託
で
き
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
研
修
や
法
人
税
、
消
費
税
等

に
関
す
る
税
務
研
修
を
行
い
、
支
援
し
て
い

る
。
税
理
士
等
へ
の
委
託
に
つ
い
て
は
、
各

住
民
自
治
組
織
に
対
す
る
自
治
活
動
支
援
交

付
金
に
よ
り
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
今
年
度
末
で
全
国
82
箇

所
の
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
等
を
廃
止
す

る
と
し
て
い
る
。
広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
は
、
人
材
育
成
の
重
要
な
施
設
で

あ
る
。
雇
用
創
出
の
た
め
に
も
、
存
続
に
向

け
、
国
・
県
へ
強
く
要
望
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

　

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
本
市
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
。
同
様

の
施
設
が
あ
る
福
山
市
及
び
東
広
島
市
と
連

携
し
、
統
一
的
な
要
望
を
県
に
提
出
し
て
い

る
が
、
明
確
な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

６
月
の
全
国
市
長
会
議
に
お
い
て
は
、
セ
ン

タ
ー
の
存
続
に
関
す
る
要
望
事
項
が
採
択
さ

れ
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
要
望
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
今
後
、
国
や
県
、
全
国
の
セ
ン

タ
ー
の
動
向
も
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
３
市

が
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

近
年
、
う
つ
病
は
自
殺
と
の
関
係
も
懸
念

さ
れ
、
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
る
。
更
な
る

理
解
、
啓
発
、
治
療
、
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
保
険
適
用
と
な
っ

た
認
知
行
動
療
法
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺

う
。

　

昨
年
度
は
、
う
つ
病
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
予
防
啓
発
の
た
め
の
講
演
会
や
出
前
講

座
を
開
催
し
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
は
、

パ
ネ
ル
展
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
電
話
な

ど
に
よ
る
不
眠
相
談
を
実
施
し
た
。
う
つ
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
周
知
徹
底
と
自

殺
や
精
神
疾
患
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
た

め
の
取
組
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
対

策
の
充
実
に
努
め
る
。

　

認
知
行
動
療
法
は
、
ま
だ
ま
だ
周
知
不
足

で
あ
り
、
広
報
紙
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
に
よ
り
情

報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
10
月
に
厚
生
労
働
省
で
承
認
さ
れ
、

12
月
か
ら
子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
た
。
定
期
的
な
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
り
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
予
防
が
可
能
で

あ
る
。
少
子
化
問
題
も
あ
り
、
女
性
の
健
康

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
公
費
助
成
の
取
組

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
10
代
の
女
性
に

接
種
す
る
こ
と
は
、
予
防
効
果
が
高
く
、
重

要
で
あ
り
、
接
種
後
も
定
期
的
な
検
診
に

よ
っ
て
、
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
や
他
市
の
動
向
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

広島北部地域職業訓練センター（三次工業団地内）
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答弁１

答弁１

答弁２

答弁２

自
治
活
動
支
援
交
付
金
に
よ
り

対
応
を

引
き
続
き「
う
つ
病
」対
策
の

充
実
を
図
る

国
や
他
市
の
動
向
を
踏
ま
え
、

検
討
す
る

関
係
す
る
市
と
連
携
し

対
処
し
て
い
く

元
廣
地
域
振
興
部
長

森
田
福
祉
保
健
部
長

山
田
副
市
長

村
井
市
長

質問１
消
費
税
確
定
申
告
事
務
を

税
理
士
に
委
託
す
る
考
え
は

質問１
「
う
つ
病
」対
策
の
充
実
を

質問２
「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」の

公
費
助
成
の
取
組
は

質問２
広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
存
続
対
策
は



宍　

戸　
　
　

稔

保　

実　
　
　

治

清　友　会

清　友　会

　

行
政
改
革
を
行
う
必
要
性
、
危
機
感
と
い

う
自
覚
が
職
員
に
必
要
で
あ
り
、
危
機
感
の

な
い
職
員
が
多
い
自
治
体
は
改
革
が
進
ま
な

い
と
考
え
る
。
本
市
の
場
合
、
市
民
目
線
に

立
っ
た
意
識
改
革
を
行
う
本
気
度
が
問
わ
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

市
の
職
員
と
し
て
、
市
民
の
幸
せ
の
実
現

の
た
め
に
誇
り
を
持
っ
て
働
く
職
員
で
あ
る

こ
と
を
求
め
て
き
た
。
職
員
が
生
き
生
き
と

仕
事
に
取
り
組
む
雰
囲
気
は
出
て
き
た
が
、

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
と
内
外

の
厳
し
い
情
勢
変
化
の
中

で
、
組
織
全
体
と
し
て
の
意

識
改
革
に
完
成
は
な
く
、
絶

え
ず
努
力
が
必
要
で
あ
り
、

反
省
す
べ
き
部
分
は
反
省
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

県
民
一
人
年
間
で
５
０
０
円
の
森
林
税
を

原
資
と
し
て
荒
廃
し
た
人
工
林
の
間
伐
や
里

山
林
整
備
、
里
山
を
保
全
す
る
団
体
活
動
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
都
市
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
、
本
市
の
特
色
を
活
か
し
、
次
期
へ

の
事
業
展
開
が
肝
要
と
考
え
る
が
、
建
設
業

者
等
の
積
極
的
な
事
業
参
入
を
促
す
こ
と
は

ど
う
か
。

　

市
単
独
で
こ
の
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
都
市

住
民
な
ど
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
事
業
の
継
続
に
向
け
、
効
果
や
成
果
に

つ
い
て
市
民
に
周
知
で
き
る
よ
う
、
県
と
連

携
し
た
取
組
を
進
め
た
い
。

　

本
事
業
で
は
、
県
が
選
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
て
お
り
、
幅
広
く
事
業
者
が
森
林
整

備
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
に
努
め

た
い
。

　

平
成
19
年
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
、

全
国
で
３
９
７
件
、
そ
の
う
ち
広
島
県
は
22

件
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ
る
。
農
業
は
、
い

つ
の
間
に
か
全
業
種
の
中
で
最
も
事
故
発
生

率
が
高
い
危
険
作
業
に
な
っ
て
い
る
。
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
今
後
も
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
市
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

県
が
把
握
し
て
い
る
平
成
20
年
度
の
市
内

の
農
作
業
事
故
は
91
件
で
、
特
に
61
歳
以
上

は
77
件
で
あ
る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も

事
故
原
因
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
今
後
と
も
、
農
作
業
に
お
け
る
事
故
防

止
の
た
め
の
啓
発
運
動
等
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
介
護
施
設
を
10

箇
所
整
備
す
る
と
公
約
さ
れ
て
い
る
。
平
成

20
年
の
一
般
質
問
で
、
川
地
・
川
西
地
区
の

介
護
施
設
の
提
案
を
し
、
計
画
に
の
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
３
年
間
で
、
公
設
民
営

を
含
め
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
５
施
設
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を
４
施
設
整

備
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

川
地
地
区
は
、
今
年
度
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
２
ユ
ニ
ッ
ト
と
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
を
公
設
と
し
て
整
備
し
、
川
西
地
区

は
、
平
成
23
年
度
に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
を
公
設
で
整
備
す
る
計
画
で
、
今

年
度
は
調
査
設
計
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
。

ひろしま「山の日」県民の集いinみよし

グループホームさくぎ天楽庵
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答弁２

答弁１

答弁２
事
業
継
続
に
向
け
取
組
を

進
め
た
い

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く

絶
え
ず
努
力
が
必
要
で
あ
る

堂
本
産
業
部
長

森
田
福
祉
保
健
部
長

村
井
市
長

答弁１
啓
発
運
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い

村
井
市
長

質問１

質問１質問２

行
政
改
革
と
職
員
意
識
改
革
は

農
作
業
事
故
防
止
策
は

老
人
介
護
施
設
整
備
の

進
捗
状
況
は

質問２
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
の

有
効
的
活
用
は



亀　

井　

源　

吉

伊　

達　

英　

昭

清　友　会

清　友　会

　

計
画
以
上
の
職
員
削
減
は
緩
和
し
、
地
域

の
活
性
化
や
保
健
指
導
の
た
め
、
一
般
職
及

び
保
健
師
の
採
用
を
多
く
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
合
併
後
、
保
育
士
は
１
人
の
採
用
、

他
は
学
校
給
食
調
理
場
と
併
せ
、
１
６
５
人

の
臨
職
対
応
に
よ
り
、
年
間
約
６
億
円
の
人

件
費
を
削
減
し
て
い
る
が
、
臨
時
職
員
の
み

へ
の
押
し
付
け
で
あ
り
、
職
員
へ
の
採
用
と

処
遇
改
善
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

市
役
所
も
、
ひ
と
つ
の
事
業
所
と
し
て
、

雇
用
創
出
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
財
政
を
考
慮
す
る
と
、
人
件
費
な
ど
の
コ

ス
ト
削
減
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ

り
、
計
画
的
に
定
員
管
理
の
適
正
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
保
育
士
の
採
用
は
、
民
間
委

託
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
の
検
討
課
題
と

考
え
る
。

村
井
市
長　

　

保
健
師
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、
予
防
医

療
な
ど
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
特
に
要

望
も
強
く
、
定
員
管
理
計
画
の
中
で
柔
軟
に

対
応
し
た
い
。

　

市
道
は
統
一
基
準
で
認
定
す
べ
き
で
あ

り
、
分
筆
を
伴
う
底
地
の
整
理
は
、
地
元
へ

の
過
重
負
担
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
認

定
条
件
か
ら
削
除
し
、
ま
た
、
地
名
を
付
け

た
わ
か
り
や
す
い
路
線
名
と
す
べ
き
で
は
。

　

新
規
認
定
の
場
合
、
市
へ
の
所
有
権
移
転

登
記
が
可
能
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で

あ
る
。
基
本
的
に
は
要
望
者
で
整
理
を
お
願

い
し
た
い
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

旧
市
町
村
境
を
越
え
る
路
線
等
は
新
し
い

名
称
を
付
け
、「
そ
の
他
の
市
道
」の
路
線
名

は
、
地
元
説
明
会
で
も
ご
意
見
が
あ
り
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

合
併
か
ら
６
年
で
３
、５
５
０
人
も
人
口

が
減
少
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
市
税
が
減
り
、

経
済
活
動
は
沈
滞
化
し
て
い
く
が
、
少
子
化

対
策
、
婚
活
事
業
の
取
組
状
況
及
び
工
業
団

地
へ
多
く
の
若
い
女
性
が
働
け
る
企
業
誘
致

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

周
辺
部
の
出
生
者
が
非
常
に
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
危
機
的
状
況
と
捉
え
て
お

り
、
子
育
て
支
援
に
は
万
全
の
対
策
を
講
じ

た
い
。

山
田
副
市
長　

　

婚
活
は
、
若
い
方
だ
け
で
な
く
、
あ
る
意

味
高
齢
者
に
と
っ
て
の
生
き
が
い
対
策
で
あ

り
、
十
分
検
討
し
た
い
。元

廣
地
域
振
興
部
長　

　

女
性
比
率
の
高
い
企
業
は
、
社
内
制
度
が

充
実
し
た
企
業
が
多
く
、
安
定
雇
用
が
実
現

で
き
る
優
良
企
業
と
注
目
し
て
い
る
。
今
後

の
誘
致
活
動
に
活
用
し
た
い
。

　

三
次
市
の
公
用
地
が
、
各
町
の
中
心
部
に

多
く
眠
っ
て
い
る
。
市
財
政
の
負
担
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
貸
付
、
譲
渡
を
含
め
、
遊
休

土
地
の
有
効
活
用
で
、
地
域
活
性
化
を
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。
尾
道
松
江
線
が
３
年
後
に

は
開
通
予
定
の
時
こ
そ
、
支
所
ご
と
の
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
知
恵
と
汗
を
出
す

時
で
は
な
い
か
。

　

遊
休
土
地
の
有
効
活
用
や
効
果
的
な
処
分

は
、
財
政
運
営
上
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
今
後
、使
用
方
法
等
を
十
分
勘
案
し
、

公
共
的
活
用
や
民
間
売
却
等
を
考
え
て
い
き

た
い
。

山
脇
甲
奴
支
所
長　

　

未
利
用
の
公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
住
民

自
治
組
織
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
利
用
を
検
討

し
た
い
。

甲奴町の残土処分地

定員管理計画

9 みよし市議会だより 第26号

質問２

質問２

市
道
は
統
一
基
準
で
認
定
し
、

底
地
の
整
理
は
条
件
か
ら
削
除

す
べ
き
で
は

公
有
財
産
の
有
効
活
用
と

支
所
ご
と
の
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を

答弁１

答弁２

計
画
的
に
適
正
化
に
取
り
組
む

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

高
岡
総
務
部
長

藤
井
建
設
部
長

質問１

質問１

三
次
市
定
員
管
理
計
画
の

緩
和
を

市
の
人
口
減
少
の

歯
止
め
対
策
は

答弁１

答弁２

子
育
て
支
援
に
は

万
全
の
対
策
を
講
じ
た
い

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
利
用
を
検
討
し
た
い

村
井
市
長

村
井
市
長



市
政
を
問
う

そ
の
他
の
質
問

 

平　

岡 

議
員

市
営
住
宅
等
の
連
帯
保
証
人
に
係

る
入
居
手
続
の
簡
素
化
を

連
帯
保
証
人
は
、
入
居
者
と
連
帯

し
て
そ
の
責
務
を
負
う
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
お
り
、
現
在
の
手
続
は
そ

の
役
割
を
果
た
す
う
え
で
、
必
要
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

組
織
再
編
に
よ
り
不
便
に
な
っ
た

部
署
が
あ
る
。
改
善
す
る
考
え
は

乳
幼
児
医
療
や
子
ど
も
手
当
等
の

事
務
手
続
等
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

に
つ
い
て
は
、
不
十
分
な
面
も
あ
り
、

各
課
の
連
携
を
密
に
し
、
丁
寧
な
窓
口

対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

新
斎
場
に
式
場
機
能
は
あ
る
の
か

式
場
機
能
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
新
三
次
市
斎
場
建
設
検
討
委

員
会
で
十
分
議
論
さ
れ
、
市
と
し
て
の

結
論
を
得
た
い
。

市
立
図
書
館
が
６
月
か
ら
指
定
管

理
さ
れ
た
が
、
問
題
は
発
生
し
て

い
な
い
か

指
定
管
理
へ
の
移
行
は
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
、
現
在
、
運
営
上
の
問

題
や
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て
混
乱
が

起
こ
っ
て
い
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

き
ん
さ
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の
年
間

の
利
用
料
収
入
は

当
初
計
画
７
８
６
万
円
に
対
し

６
０
８
万
円
で
あ
る
。
１
箇
月
ほ

ど
利
用
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
と
、
小

中
学
生
を
無
料
扱
い
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
影
響
と
考
え
る
。

 

岡　

田 

議
員

交
通
の
手
段
が
な
い
高
齢
者
な

ど
の
買
物
難
民
へ
の
支
援
対
策

は

今
後
、
行
政
や
住
民
自
治
組
織
、

商
店
等
が
一
体
と
な
っ
た
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
設
置
状
況
は

ジ

※
　

ョ
ブ
カ
フ
ェ
は
、
広
島
北
部

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
第

１
第
３
金
曜
日
の
午
後
開
催
さ
れ
て
い

る
。
関
係
団
体
と
協
力
を
密
に
し
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

 

保　

実 

議
員

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
支
所
で

の
取
組
は

支
所
に
よ
っ
て
取
組
の
差
は
あ

る
が
、
住
民
の
身
近
な
存
在
で
あ

り
、各
支
所
と
も
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
策
の
啓
発
活
動
に
努

め
て
い
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
は

今
年
度
、
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の

協
力
に
よ
り
、
手
洗
い
や
う
が
い

な
ど
の
正
し
い
仕
方
を
中
心
と
し
た
子

ど
も
向
け
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
に
向
け
、
準

備
中
で
あ
る
。

 

亀　

井 

議
員

市
道
除
草
作
業
の
単
価
改
定
を

草
刈
の
単
価
は
、
合
併
時
の
協
議

で
決
定
さ
れ
、
地
域
の
活
動
費
な

ど
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
当
面
は
現
行
単
価
で
お

願
い
し
た
い
。

 

伊
達（
英
） 

議
員

三
次
長
寿
村
の
今
後
と
約
７
、

２
０
０
万
円
の
借
入
金
の
返
済
は

現
在
、
有
限
会
社
と
の
契
約
解
除

に
向
け
た
作
業
を
し
て
お
り
、
具

体
的
な
回
答
は
で
き
な
い
。
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
並
行
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問問

問問

問

問

問 答

答

答

答

答答

答答

答

答

答

※
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
…
若
年
者
を
対
象
と
し

た
雇
用
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
提
供
す
る
施
設

102010（平成22）年8月10日発行



　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
た
議
案
８
件
に

つ
い
て
、
次
の
意
見
を
付
け
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

○
議
案
第
60
号
三
次
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例（
案
）

職
員
の
子
育
て
環
境
が
確
立
さ
れ
る
中
、
臨
時
職
員
等
の
子
育
て
環

境
を
含
む
処
遇
改
善
を
早
急
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○
議
案
第
65
号
三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）市の

最
高
規
範
と
し
て
、
市
民
と
市
議
会
及
び
市
が
そ
の
役
割
と
責

務
の
も
と
、
協
働
し
て
自
律
し
た
地
域
社
会
を
創
る
た
め
、
よ
り
一

層
市
民
へ
の
周
知
徹
底
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
議
案
第
69
号
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

今
後
、
同
様
な
問
題
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
公
共
事
業
の
業
務

発
注
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
管
理
体
制
の
構
築
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
議
案
第
71
号
平
成
22
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
案
）

三
次
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
使
途
を

明
確
に
し
、
施
設
機
能
の
維
持
向
上
の
た
め
有
効
な
運
用
に
努
め
ら

れ
た
い
。

三
次
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つい
て
は
、
進
捗
状
況
等
の
積
極
的
な
公
開

に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
完
成
を
め
ざ
し
、
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
に

つ
い
て
、
次
の
意
見
を
付
け
全
員
一
致
で
可
決
し
、
請
願
２
件
に
つ
い
て

は
、
全
員
一
致
で
採
択
し
て
よ
い
も
の
と
決
し
た
。

１　

本
年
８
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
三
良
坂
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

広
く
学
習
、
教
育
等
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
そ
の
方
策
を

検
討
さ
れ
、
施
設
の
有
効
利
用
を
図
ら
れ
た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
に

つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で
可
決
し
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致

で
採
択
し
て
よ
い
も
の
と
決
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委員会審査

本市では、「三次市議会政務調査費の交付に関する条例」により、議員の調
査研究に必要な経費の一部として、議員１人当たり月額27,000円を会
派（所属議員が１人の場合も含む。）に対して交付しています。

各会派の
政務調査報告
■平成21年度支出状況（議員数：26人）

※すべての費目について、支出を証明する領収書等が添付されています。
　情報公開条例に基づく公開請求手続により公開しておりますので、閲覧を希望される方は議会事務局までご連絡ください。

●研究研修費　研究会及び研修会を開催するために必要な経費又は会派の所属する議員等が他の団体の開催する研究会及
び研修会に参加するために要する経費（会場費、講師謝金、出席者負担金、会費、交通費、旅費、宿泊費等）
●調 査 旅 費　調査研究活動のために必要な先進地調査又は現地調査に要する経費（交通費、旅費、宿泊費等）
●資料作成費　調査研究活動のために必要な資料の作成に要する経費（印刷製本代、翻訳料、事務機器購入、リース代等）
●資料購入費　調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費
●広 報 費　調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民に報告し、PRするために要する経費（広報紙、報告書
印刷費、送料、会場費等）
●広 聴 費　市民からの市政及び会派の政策等に対する要望及び意見を聴くための会議等に要する経費（会場費、印刷
費、茶菓子代等）
●人 件 費　調査研究活動を補助する職員を雇用する経費
●事 務 所 費　調査研究活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費（事務所の賃借料、維持管理費、備品・
事務機器購入、リース代等）
●その他の経費　燃料代、携帯代、備品など

使
途
基
準

（単位：円）

会　派 清友会
（９人）

新和会
（８人）

市民クラブ
（３人）

公明党
（２人）

三起会
（２人）

共産党
三次市議団
（１人）

無所属
（１人） 合　計

交付額 2,916,000 2,592,000 972,000 648,000 648,000 324,000 324,000 8,424,000
執 行 額　計 3,352,393 2,917,712 1,033,151 671,557 833,264 447,204 444,924 9,700,205
　内　　訳
研 究 研 修 費 140,595 177,179 168,990 19,400 74,805 1,000 22,000 603,969
調 査 旅 費 1,354,100 1,105,342 0 33,186 272,822 0 0 2,765,450
資 料 作 成 費 17,970 51,293 6,490 33,340 96,768 0 0 205,861
資 料 購 入 費 273,252 260,426 184,263 154,894 121,572 206,204 80,472 1,281,083
広 報 費 104,351 9,960 29,420 0 6,620 0 9,600 159,951
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 45,635 0 0 120,000 0 165,635
その他の経費 1,462,125 1,313,512 598,353 430,737 260,677 120,000 332,852 4,518,256

差引返還額 0 0 0 0 0 0 0 0
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委員会の構成 平成22年６月定例会において、
新しい委員会構成が決まりました。

（平成22年７月１日現在）

委員長
宍 戸　　 稔

（清友会）

委員長
保 実　　 治

（清友会）

助 木　達 夫
（新和会）

久保井 昭 則
（公明党）

副委員長
岡 田 美津子

（公明党）

副委員長
平 岡　　 誠
（市民クラブ）

近 藤　 　勉
（新和会）

福 岡　誠 志
（新和会）

　
沖 原　賢 治

（清友会）

　
黒 瀬　健 郎

（新和会）

亀 井　源 吉
（清友会）

須 山　敏 夫
（日本共産党三次市会議員団）

　
竹 原　孝 剛
（市民クラブ）

　
林 　　千 祐

（新和会）

杉 原　利 明
（無所属）

新 家　良 和
（新和会）

　
向井殿 逸 司

（新和会）

総務常任委員会（９名）

教育民生常任委員会（８名）

所
管
事
項　

総
務
部
、
財
務
部
、
地
域
振
興
部
、
支
所
、
会
計
課
、
議

会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
及
び
公
平
委
員
会
の
所
管

に
属
す
る
事
項
並
び
に
他
の
委
員
会
に
属
し
な
い
事
項

所
管
事
項　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
保
健
部
、
子
育
て
支
援
部
、

市
民
病
院
部
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

※議長は常任委員会へ所属していません。
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委
員
長
　
竹
　
原
　
孝
　
剛

副
委
員
長
　
須
　
山
　
敏
　
夫

沖
　
原
　
賢
　
治

林
　
　
　
千
　
祐

池
　
田
　
　
　
徹

岡
　
田
　
美
津
子

保
　
実
　
　
　
治

宍
　
戸
　
　
　
稔

新
　
家
　
良
　
和

委
員
長
　
平
　
岡
　
　
　
誠

副
委
員
長
　
伊
　
達
　
英
　
昭

池
　
田
　
　
　
徹

岡
　
田
　
美
津
子

小
　
田
　
伸
　
次

福
　
岡
　
誠
　
志

亀
　
井
　
源
　
吉

須
　
山
　
敏
　
夫

委
員
長
　
國
　
岡
　
富
　
郎

副
委
員
長
　
久
保
井
　
昭
　
則

黒
　
瀬
　
健
　
郎

竹
　
原
　
孝
　
剛

林
　
　
　
千
　
祐

伊
　
達
　
英
　
昭

福
　
岡
　
誠
　
志

宍
　
戸
　
　
　
稔

新
　
家
　
良
　
和

委員長
大 森　俊 和
（市民クラブ）

篠 原 多恵子
（無所属）

副委員長
小 田　伸 次

（新和会）

國 岡　富 郎
（清友会）

　
菅 　　三 司

（新和会）

伊 達　英 昭
（清友会）

　
伊 達　亮 詞

（清友会）

池 田　 　徹
（市民クラブ）

産業建設常任委員会（８名）
所
管
事
項　

産
業
部
、
建
設
部
、
水
道
局
及
び
農
業
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
項

議
会
運
営
委
員
会（
９
名
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会（
９
名
）

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会（
９
名
）

委
　
員
　
会

　

議
会
の
意
思
決
定
は
、
最
終
的
に
は
本
会
議
で
決

め
ら
れ
ま
す
が
、
効
率
的
、
専
門
的
に
審
議
す
る
た

め
、
少
数
の
議
員
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
案
件
を
審
議
し
て
委
員
会
と
し
て
結
論
を

得
て
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。
委
員
会
に
は
次
の
３

つ
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

●
常
任
委
員
会

議
会
に
常
に
置
か
れ
て
い
る
委
員
会
で
、
そ
の
部

門
に
属
す
る
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
条
例
・
予
算

な
ど
の
議
案
、
請
願
、
陳
情
を
審
査
し
ま
す
。
任

期
は
２
年
で
、
議
員
は
必
ず
い
ず
れ
か
の
常
任
委

員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
効
率
的
に
行
う
た

め
に
設
け
ら
れ
る
委
員
会
で
、
議
長
の
諮
問
機
関

な
い
し
補
佐
機
関
と
し
て
、
常
任
委
員
会
、
特
別

委
員
会
で
も
な
い
第
三
の
委
員
会
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。
議
案
、
陳
情
等
の
審
査
の
ほ
か
次
の

事
項
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

①
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

②
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例
等

に
関
す
る
事
項

③
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

●
特
別
委
員
会

必
要
な
と
き
、
特
別
の
付
議
事
項
に
つ
い
て
、
審

査
を
行
う
た
め
設
け
ら
れ
る
委
員
会
で
、
付
託
さ

れ
た
案
件
の
審
査
が
終
わ
れ
ば
消
滅
し
ま
す
。

議
会
の

豆
知
識
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０
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平
成
22
）年
８
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日
発
行　

発
行
●
三
次
市
議
会　

三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
８
番
１
号　

電
話（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
７
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編
集
●
広
報
広
聴
特
別
委
員
会　

発
行
責
任
者
●
議
長　

木
村
春
雄

第26号

み
よ
し

市
議
会
だ
よ
り

５月　６日　会派代表者会議
11日	 議会運営委員会、教育民生常任委員会
18日	 第２回臨時会告示、議会運営委員会
20日	 会派代表者会議
24日	 議会運営委員会、第２回臨時会、議会全

員協議会
６月　４日　会派代表者会議

８日　６月定例会告示、議会運営委員会、広報
広聴特別委員会

14日	 会派代表者会議
15日	 議会運営委員会、６月定例会本会議、各

常任委員会、正副委員長会議
16日～17日　本会議（一般質問）
16日　議会運営委員会
21日～24日　各常任委員会
23日　行財政改革調査特別委員会、議会運営委

員会
25日　議会運営委員会、本会議、議会全員協議会

７月　７日　会派代表者会議
９日	 産業建設常任委員会
22日	 行財政改革調査特別委員会、総務常任委

員会
26日	 広報広聴特別委員会
27日	 議会運営委員会
28日	 教育民生常任委員会
29日	 広報広聴特別委員会

８月　２日　第３回臨時会告示、議会運営委員会
４日　教育民生常任委員会
５日	 議会運営委員会、第３回臨時会、総務常

任委員会

　

合
併
か
ら
７
年
目
の
６
月
定
例
会
が
６
月
15
日
に
開
会
し
、
前
掲
の
と
お
り

各
常
任
委
員
会
の
委
員
構
成
の
変
更
や
多
く
の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
２
日
間
の
一
般
質
問
で
は
、
三
次
長
寿
村
の
問
題
や
新
斎
場
建
設
な
ど

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
県
下
で
初
と
な
る「
三
次
市
議
会
基
本
条
例
」を
制

定
し
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
益
々
大
き
く
な
り
、
そ
の
責
任
も
重
く
な

り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
編
集
し
て
お
り
ま
す
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、
少
し
で
も
議
会
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
要

望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
伊
達　

英
昭
）　　
　
　
　
　
　
　

５月　18日　群馬県桐生市（子育て支援ほか）
７月　５日　広島県海田町（議会基本条例）

26日　兵庫県南あわじ市（議会活性化の取組）
28日　広島県三原市（水道事業の民間委託）
29日　福島県須賀川市（汚水適正処理構想ほか）
30日　福岡県福岡市（住宅・店舗リフォーム）

８月　３日　群馬県渋川市（合併後の議会運営ほか）
５日　岡山県瀬戸内市（企業誘致ほか）

行政視察受入状況

議会のうごき

2010（平成22）年

2010（平成22）年

あ 

と 

が 

き

次期定例会は
9月14日㈫に開会する予定です。

請願・陳情の提出は
9月10日㈮ 午後5時までに

議会を傍聴してみませんか
　議会の本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。傍聴される方は、当日傍聴席の
入口で傍聴券を受け取って入場してくださ
い。車イスを利用される方のスペースも確保
しています。
　なお、団体の場合はあらかじめ議会事務局
へご連絡ください。（TEL 62-6179）

議会中継をご覧ください
　㈱三次ケーブルビジョンにより本会議の模
様を生放送しています。
　また、当日の夜７時からCATVにて、再放
送をしています。ぜひご覧ください。

　市政についての意見や要望を直接市議会に
提出する制度で、議員の紹介のあるものを請
願、ないものを陳情と呼び、どなたでも提出
することができます。

お問い合わせは　議会事務局へ
TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110
Eメールアドレス
gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

　全長65ｍ、円丘部の直径
56ｍ、高さ10ｍ、方形部の
幅20ｍ、その高さ3ｍの帆立
貝形古墳。周庭帯（古墳周辺
の濠）を含めると県内最大級
の大型古墳。未発掘のこの古
墳は、盆地を統括した首長墓
に相違ありません。

文化財 糸井大塚古墳（糸井町）

三次市最大の帆立貝形古墳

広島県指定史跡


